2024年度中野博文担当演習の狙いと目的、スケジュール

１　演習の目的　政治学の基礎文献を精読し、卒論の作成準備をする。
２　３年次のテキスト＝
     一学期: N・マキャベリ『君主論』の英訳。

　　　　　　Machiavelli, The Prince second edition (Cambridge: Cambridge University 　

　　　　　　　　　　　　　Press, 2019)

　　　　　　＊　必要に応じてイタリア語テキストを用いる。

　　 二学期：George F. Kennan, American Diplomacy Sixtieth-Anniversary Expanded Edition
                        （Chicago: The University of Chicago Press, 2012）
３　演習参加にあたっての準備＝
　　　　　一学期に講読するテキストは共和主義の基本文献である。伝統社会が近代化するときに必要とされた政治理念を論じたものでもある。これらを理解するためには、歴史的知識を持つだけでなく、13世紀以降、近代的国際秩序がいかに成立していったのか、政治的、経済的、文化的な変容について考察を深めておく必要がある。これらの点について、テキストの邦訳、研究書で事前に学習しておくこと。
　　　　　二学期のテキストは、アメリカ外交の古典である。現在、アメリカの政治外交は転換点にある。その骨格を知る上での必読文献であり、また世界的に用いられている国際関係論のテキストでもある。こちらも、一学期のテキストとおなじように、十分な事前学習をして、授業に臨むこと。
なお、こうした学習と並行して、卒論の準備として、自分がどのようなトピックに取り組むか、授業が始まる前に考えをまとめておくことが重要である。400字で50枚以上の分量の卒論を提出することが、4年次の演習で単位を認定する条件となる。卒論作成のスケジュールとしては、3年次の授業では、1学期末の8月までに卒論で使用する資料を決定する予定である。
４　スケジュール　報告者は報告の前に1時間以上の事前準備を研究室で担当教員と行う。また、2か月に一度、文章の提出を求める。春休みは多くの学生が就職活動で多忙であるが、この期間にも卒論の指導を行う。

８月　卒論で使用する資料の決定　邦語文献2冊、英語文献1冊

12月　400字で35枚以上の文章を提出

２月　12月に提出した文章の修正

５　演習参加にあたっての条件　2024年米国大統領選挙についての新聞記事を読み、米国政治が抱える問題点と、米国が他国に比べて優れていると思える点を、400字で3枚程度のレポートにまとめて、演習希望票とともに提出すること。作成にあたっては、『ニューヨーク・タイムズ』紙などアメリカ合衆国の新聞記事を一つは引用するのが望ましい（米国の新聞は、図書館のサイトからDBに入ってみることができる）。提出にあたっては、ワープロを用いて、A4用紙１枚に１千字程度で打ち出し、A4で2枚以内にまとめること。
英文講読のため、テキストの背景を探求する文献を広く読むことになるので、文章の精読
に関心のある学生の参加が望まれること、また、大量の文章を書いて提出するようになることから、こうした課題を課している。
＊　上記の内容についての問い合わせは、すべて中野のメールアドレス（aceno1@kitakyu-u.ac.jp）に連絡すること。
